
　　

今
年
度
予
算
に
は
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
の
小
学
３
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
所
得
制
限
の
撤
廃
、
就
学

援
助
制
度
の
対
象
者
枠
の
拡
大
（
昨

年
度
の
生
活
保
護
基
準
の
１
・
４
倍

以
内
に
拡
大
＝
こ
れ
ま
で
使
用
さ
れ
て

き
た
生
活
保
護
基
準
の
１
・
１
倍
↓

１
・
２
倍
以
下
に
拡
大
）、
子
ど
も
の

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
（
国
制
度
：

就
学
前
の
子
の
均
等
割
を
半
額
に
、

市
制
度
：
子
ど
も
の
均
等
割
を
第
３

子
以
降
を
無
料
に
）
な
ど
が
も
り
こ

ま

れ

ま

し

た
。
こ
れ
ら

は
日
本
共
産

党
市
議
団

が
、
市
民
の

切
実
な
願
い

と
し
て
一
貫

し
て
実
現
を

求
め
て
き
た

も
の
で
す
。

　　
３
月
30
日
市
議
会
本
会
議
が
開
か

れ
、
一
般
会
計
、
国
民
健
康
保
険
会

計
、
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
が
、
自

民
、
公
明
、
立
憲
な
ど
の
賛
成
多
数
で
、

介
護
保
険
会
計
、
駐
車
場
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
の
各
予
算
が
全
会

一
致
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

　　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
３
月
２２
日

の
予
算
委
員
会
に
つ
づ
き
、
一
般
会

計
と
国
民
健
康
保
険
会
計
の
予
算
組

替
え
提
案
を
行
い
、
国
保
税
条
例
に

つ
い
て
は
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
物
価
高
が
市

民
生
活
を
直
撃
し
て
い

ま
す
が
、
市
長
が
提

案
し
た
一
般
会
計
予
算
は
、
切
実
な

市
民
要
望
に
応
え
た
も
の
が
あ
る
も
の

の
、
低
所
得
者
が
多
く
加
入
す
る
国

民
健
康
保
険
税
の
値
上
げ
計
画
（
14

年
間
で
４
人
家
族
で
10
万
８
千
円
余

の
値
上
げ
）
を
そ
の
ま
ま
実
行
し
、

厳
し
い
市
民
生
活
を
い
っ
そ
う
苦
し
め

る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　　
そ
の
た
め
予
算
組
替
え
提
案
は
、

今
年
度
の
国
保
税
の
値
上
げ
を
中
止

す
る
と
と
も
に
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

家
賃
補
助
、
高
齢
者
補
聴
器
の
購
入

費
助
成
、
教
職
員
や
保
育
士
等
へ
の

抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
配
布
や
学
生
へ
応

援
給
付
金
な
ど
12
項
目
の
施
策
を
提

案
し
て
い
ま
す
（
次
の
頁
に
続
く
）。
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（
前
頁
か
ら
の
つ
づ
き
）

　　

ま
た
予
算
組
替
え
提
案
は
、
市
民
の
合
意
が
得

ら
れ
て
い
な
い
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
等
基
本
方
針

を
そ
の
ま
ま
具
体
化
す
る
設
計
費
等
を
削
除
、
基

本
方
針
の
再
検
討
を
求
め
て
い
ま
す
。

　　
２
０
１
３
年
12
月
、
市
民
セ
ン
タ
ー
の
充
実
と
増

床
を
視
野
に
入
れ
た
改
築
の
検
討
を
求
め
る
陳
情

（
署
名
約
４
千
筆
）
が
市
議
会
で
全
会
一
致
で
採

択
さ
れ
て
以
来
、
多
く
の
市
民
が
参
加
し
て
中
央

図
書
館
・
中
央
公
民
館
の
充
実
を
め
ざ
し
取
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
市
は
一
昨
年
８
月
、
そ
れ

ま
で
の
市
民
参
加
・
協
働
の
と
り
く
み
を
断
ち
切
っ

て
、
市
民
セ
ン
タ
ー
改
修
等
基
本
方
針
を
決
定
と

い
う
形
で
発
表
し
ま
し
た
。
し
か
も
中
央
図
書
館

を
商
工
会
館
の
と
こ
ろ
に
移
転
す
る
と
し
た
た
め
、

多
く
の
市
民
か
ら
、
移
転
先
が
あ
ま
り
に
狭
く
市

民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
な
い
と
し
て
、
基
本
方
針

は
一
旦
保
留
し
、
市
民
参
加
・
協
働
で
見
直
す
べ

き
と
の
要
望
が
だ
さ
れ
、
要
望
署
名
は
４
千
筆
を

超
え
ま
し
た
。
狛
江
市
立
図
書
館
協
議
会
か
ら
も

中
央
図
書
館
の
床
面
積
を
現
在
の
２
倍
近
く
に
広

げ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　

予
算
組
替
え
提
案
に
は
、
日
本
共
産
党
の
ほ
か

平
井
里
美
議
員
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
自
民
、

公
明
、
立
憲
な
ど
が
反
対
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
ひ
き
つ
づ
き
、
市
民
と

力
を
合
わ
せ
て
、
予
算
組
替
え
提
案
に
盛
ら
れ
た

施
策
の
実
現
に
奮
闘
し
ま
す
。

コロナ禍、 国保税値上げストップを！
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＜民生費関係＞

（１） ひとり親家庭への家賃補助制度を創設 （４００万円）

（２） 訪問介護など介護保険利用料の軽減制度を創設 （５０万円）

（３） 高齢者 ・障がい者への入浴券交付事業の所得制限を撤廃 （４７万円）

（４） 高齢者補聴器の購入費助成制度を創設 （３００万円）

（５） （仮称） 根川学童クラブ整備へ改修工事設計予算を復活 （３４５万円）

（６） 住宅リフォーム ・店舗リニューアル助成制度を実施 （５００万円）

（７） 新型コロナに感染した方への傷病見舞金支給制度を創設 （５００万円）

（８） 国民健康保険特別会計への繰出金を増額する （３,８５０万円）

＜衛生費関係＞

（１） 学校 ・保育園 ・学童クラブ ・幼稚園、 介護施設等で働く人たちに抗原検

　　査キットを配布 （５５０万円）

（２） 帯状疱疹ワクチン接種費用を助成 （８０万円）

＜教育費関係＞

（１） 新型コロナ対策として大学生等に生活 ・学業応援

　　給付金５万円を支給 （３,４００万円）

（２） 生理用品を小中学校のトイレに常備する （６万円）

（３） 市民センター改修工事実施設計委託を削除する （△１,２９０万円）

（４） 新図書館整備基本設計委託を削除する （△５１０万円）

●財源は財政調整基金 （３,２７８万円） 地方創生臨時交付金 （４,９５０万円）

日本共産党市議団の予算組替え提案　　2022.3.30本会議


